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６／１５平成１７年

（８７増）７８,２５９人　口
（５１増）３９,１７７　　男
（３６増）３９,０８２　　女
（３４増）３７,９１８世帯数

６月１日現在　推計（前月比）

　

昭
和　

年
７
月
４
日
以
前
に
生
ま

６０

れ
た
方
で
、
平
成　

年
３
月　

日
ま

１７

２３

で
に
市
に
転
入
の
届
け
出
を
行
い
、

引
き
続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
、
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。

▽
狛
江
市
に
都
内
か
ら
転
入
し
た
方

　

平
成　

年
３
月　

日
以
降
、
東
京

１７

２４

都
の
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
市
に
転

入
の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
市
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
前
住
所
地
が

東
京
都
内
（
１
回
の
移
転
に
限
る
）

で
あ
り
、
そ
の
市
区
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
住

所
地
で
投
票
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
場
合
、
市
民
課
で
引
き
続
き

東
京
都
内
に
居
住
し
て
い
る
旨
の
証

明
書
「
住
民
票
の
写
し
（
選
挙
用
）」

の
交
付
（
無
料
）
を
受
け
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

※
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
場
合
に

も
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
狛
江
市
か
ら
都
内
へ
転
出
し
た
方

　

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
平
成　

年
３
月　

日
以
降
に

１７

２３

東
京
都
の
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転

出
（
１
回
の
移
転
に
限
る
）
し
た
方

は
、
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
転
出
先
の
市
区
町

村
で
引
き
続
き
東
京
都
内
に
居
住
し

て
い
る
旨
の
証
明
書
「
住
民
票
の
写

し
（
選
挙
用
）」の
交
付
（
無
料
）
を

受
け
、
市
の
投
票
区
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
場
合
に

も
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
狛
江
市
か
ら
都
外
へ
転
出
し
た
方

　

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
、
東
京
都
以
外
へ
転
出
し
た

方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

▽
狛
江
市
内
で
転
居
し
た
方

　

今
年
の
５
月　

日
ま
で
に
転
居
の

３１

届
け
出
を
し
た
方
は
、
新
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

以
降
に
届
け
出
を
し
た
方
は
、
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
は
世
帯
ご
と
に
封
書

で
６
月　

日
�
に
発
送
し
ま
す
。
入

２２

場
整
理
券
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

紛
失
し
た
場
合
は
、
直
接
投
票
所
の

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
場
合
は
、
本
人
を
証
明
す
る

健
康
保
険
証
・
運
転
免
許
証
等
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
、
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
選
挙
公
報
は
、
６
月　

日
�

２６

ご
ろ
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
立

保
育
園
等
公
共
施
設
に
も
備
え
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、
各
投

票
区
ご
と
に
７
〜
８
カ
所
、
市
内
合

計
１
０
４
カ
所
設
置
し
ま
す
。

　

開
票
は
７
月
３
日
�
午
後
９
時
か

ら
市
民
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

参
観
は
、
選
挙
権
の
あ
る
市
民
で

あ
れ
ば
自
由
に
で
き
ま
す
が
、
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
市
民
総
合
体
育
館

は
全
館
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
開
票
状
況
の

問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま

せ
ん
。

　

第
２
投
票
所
は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
物
流
倉
庫
（
和
泉
本
町
３
―

　

―
１
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

２８で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

午
後
８
時
以
降
は
、
市
役
所
へ
の

選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
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投
票
で
き
る
方

投
票
で
き
る
方

入
場
整
理
券

入
場
整
理
券

お
願
い

お
願
い

投
票
所
の
変
更

投
票
所
の
変
更

開
票
開
票

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

選
挙
公
報

選
挙
公
報

　

投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
投
票

所
で
行
う
の
が
原
則
で
す
が
、
当

日
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
投

票
日
の
前
に
投
票
で
き
る
「
期
日

前
投
票
・
不
在
者
投
票
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〔
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方
〕
期

日
前
投
票
を
行
う
日
に
選
挙
権
の

あ
る
方

〔
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方
〕
▽

不
在
者
投
票
所
に
指
定
さ
れ
た
病

院
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
▽
市
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、

市
以
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投

票
す
る
方
▽
投
票
日
に　

歳
に
な

２０

る
が
、
期
日
前
投
票
の
日
に
は
ま

だ　

歳
の
方

１９
〔
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の

期
間
と
場
所
〕
６
月　

日
�
か
ら

２５

７
月
２
日
�
ま
で
の
毎
日
、
午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、

３０

市
役
所
３
階
市
議
会
第
１
委
員
会

室
で
す
。

　

な
お
、
午
後
５
時
以
降
お
よ
び

土
・
日
曜
日
は
市
役
所
が
休
み
で

す
の
で
、
１
階
駐
車
場
奥
の
宿
直

室
前
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

〔
期
日
前
投
票
の
方
法
〕
入
場
整

理
券
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
に

置
い
て
あ
る
「
宣
誓
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い（
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

〔
不
在
者
投
票
の
方
法
〕
▽
投
票

日
に　

歳
に
な
り
市
で
不
在
者
投

２０

票
を
行
う
場
合
は
、
入
場
整
理
券

を
持
参
の
う
え
、市
役
所
に
置
い
て

あ
る「
宣
誓
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
印
鑑

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）▽
出
張
先
、

旅
行
先
で
行
う
場
合
は
、
市
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
、
宣
誓
書
を
添

え
て
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。滞
在
先
へ
投
票
用
紙
等
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、滞
在
先
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
方
法

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
▽
出

産
や
病
気
な
ど
で
投
票
日
に
投
票

所
に
行
か
れ
な
い
方
で
、指
定
病
院

等
（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院

等
）
に
入
院
し
て
い
る
方
は
、
病
院

長
等
に
申
し
出
れ
ば
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
、
介
護
保
険
の

要
介
護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
郵
便
に
よ
り
自
宅
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら

の
要
件
に
該
当
し
、
郵
便
に
よ
る

投
票
を
希
望
す
る
方
は
、
郵
便
投

票
証
明
書
を
交
付
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

目
の
不
自
由
な
方
や
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
は
、
係
員
が
投
票

の
秘
密
を
守
り
、
お
手
伝
い
を
し

ま
す
の
で
代
理
投
票
ま
た
は
点
字

投
票
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票

代
理
投
票
・
点
字
投
票

郵
便
投
票

郵
便
投
票

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
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広報こまえ　平成１７年（２００５年）６月１５日　�

　平成１６年度の当初予算額は２４３億３,１００万円で、７回の補正に
より１億５７３万円を増額して、前年度からの繰越事業分の１,１３５万
円を含めた予算額は、２４４億４,８０８万円となっています。
　３月３１日現在の予算額に対する執行状況を歳入と歳出に分ける
と図のとおりです。
　収入済額は２３２億６,５００万円で、予算現額に対し９５.２％の収入率
になっています。
　支出済額は２２５億２,０９２万円で、予算現額に対し９２.１％の執行率
になっています。
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■一般会計予算の執行状況

　各特別会計予算の執行状況は、表のとおりです。

執
行
率

収
入
率

執行済額収入済額

歳入・歳出予算現額区分

会計名 合　計下半期上半期当初予算

９２.１９５.２２２５億２�０９２２３２億６�５００２４４億４�８０８５�０１２６�６９６２４３億３�１００一般会計

９０.１８９.０６０億９�３５４６０億２�２４０６７億６�５５２１億８�４３６３億２�５５９６２億５�５５７国民健康
保険

特　

別　

会　

計

９０.８９２.０５１億３�９５４５２億    ３７０５６億５�７３６３億２�１２６１億    ８５６５２億２�７５４老人保健
医療

８７.４９３.２２７億３�８１８２９億２�１７４３１億３�４３３２７３１億１�８６３３０億１�２９７介護保険

８５.７８８.８１５億    ５５９１５億６�０７１１７億５�６６４△６�５８４１８億２�２４８公共
下水道

９０.６９３.５７�０１０７�２３２７�７３８７�７３８駐車場
事業

８３.１９５.０５億８�４６５６億６�８６５７億    ３８１△１億３�８２９８億４�２１０受託水道
事業

９０.９９３.４３８６億５�２５２３９７億１�４５２４２５億４�３１２３億５�４３４６億１�９７４４１５億６�９０４合　計

（単位：万円、％）■各会計別予算の執行状況

借入残高

２４６億２�２０８一　 般　 会　 計

４６億３�７５２公 共 下 水 道 特 別 会 計

３億９�５６６駐 車 場 事 業 特 別 会 計

２９６億５�５２６　 合　 計　

　市債は、市の借金で小・中学校、公共下水道等の整備の一部と
して国や都、銀行などから借りているものです。
　市債の借入の状況は表のとおりです。

■市債現在高の状況 （単位：万円）

構成比（％）借入残高

３６．９９０億９�３４５財 務 省

２２．１５４億３�７４４東 京 都

１８．２４４億８�９８０市 中 銀 行

１６．７４１億１�４８０総 務 省

４．３１０億５�２４４公 営 企 業 金 融 公 庫

１．８４億３�４１５共 済 等

１００．０２４６億２�２０８　 合　 計　

▽一般会計 （単位：万円）

構成比（％）借入残高

４７．８２２億１�７４４財 務 省

３８．２１７億６�９６９公 営 企 業 金 融 公 庫

１４．０６億５�０３９総 務 省

１００．０４６億３�７５２　 合　 計　

▽公共下水道特別会計 （単位：万円）

構成比（％）借入残高

６６．３２億６�２３０公 営 企 業 金 融 公 庫

３３．７１億３�３３６総 務 省

１００．０３億９�５６６　 合　 計　

▽駐車場事業特別会計 （単位：万円）

■借入先別現在高

　庁舎、学校、市民センター、地域
センターなどの建物や土地、その他
の財産は次のとおりです。
▽土地３２万２，０９０�
▽建物１２万７，８７７�
▽各基金計６億６，４５６万円

構成比（％）借入残高

２７．７８２億２�２８３土 木 債

１６．５４８億９�１７９教 育 債

１２．８３７億８�５６０臨 時 財 政 対 策 債

１１．９３５億２�６６５減 税 補 て ん 債

８．５２５億２�５９８民 生 債

３．１９億　  ６４０衛 生 債

１．１３億３�５８３臨 時 税 収 補 て ん 債

０．５１億５�０７５消 防 債

０．５１億４�５４５総 務 債

０．２６�７７０地 域 活 性 化 事 業 債

０．２６�３１０減 収 補 て ん 特 例 債

１５．７４６億３�７５２下 水 道 債

１．３３億９�５６６駐 車 場 整 備 事 業 債

　１００．０  ２９６億５�５２６  　 合　 計　

■目的別現在高 （単位：万円）
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�　広報こまえ　平成１７年（２００５年）６月１５日
　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税

１７

（
第
１
期
分
）の
納
期
限
は
、
６
月

　

日
�
で
す
。

３０※
納
付
に
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　

私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
す
る
幼
児

の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
３
種
類
の
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
の
幼

児
（
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら　

年

１１

１４

４
月
１
日
生
ま
れ
）
を
私
立
幼
稚
園

等
に
通
園
さ
せ
、
入
園
料
・
保
育
料

を
納
め
て
い
る
保
護
者

〔
保
護
者
補
助
金
〕
平
成　

年
度
の

１７

市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、
該
当

す
る
方
の
み

〔
就
園
奨
励
費
補
助
金
〕
平
成　

年
１７

度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、

該
当
す
る
方
の
み

〔
新
入
園
支
度
金
〕
２
万
円
。
平
成

　

年
４
月
１
日
以
降
に
入
園
し
た
方

１７（
１
人
１
回
限
り
）

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に

２４

申
請
書
（
幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
ま

す
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

通
園
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

１７

納
税
通
知
書
を
７
月
８
日
�
に
発
送

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給
付

費
に
要
す
る
保
険
税
（
基
礎
課
税

分
）
と
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

４０

６４

が
対
象
の
介
護
納
付
金
に
要
す
る
保

険
税
（
介
護
納
付
金
分
）
の
合
算
額

で
す
。
そ
の
税
率
等
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
納
期
は
８
月
１
日
か
ら
翌

年
２
月　

日
ま
で
に
か
け
て
の
８
回

２８

払
い
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
か
ら
郵
便
局
の
窓

口
で
も
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
取
り
扱
い
郵
便
局
は
、
東
京

都
・
山
梨
県
お
よ
び
関
東
各
県
所
在

の
郵
便
局
（
島
し
ょ
を
除
く
）
で
す
。

口
座
振
替
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

〔
保
険
税
の
軽
減
〕
前
年
の
合
計
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
保
険

税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
税
の
申
告
に
基

づ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し

て
い
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
保
険
税
の
減
免
〕
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
事

情
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
減
免

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�
生

活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と

き
�
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親

族
が
、
死
亡
・
失
職
・
廃
業
・
疾
病

等
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、

生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
�
災
害

等
に
よ
り
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き
�
１
世
帯
に
被
保
険
者
が

３
人
以
上
（
平
成　

年
度
ま
で
は
４

１６

人
以
上
）
加
入
し
て
い
て
、
収
入
が

一
定
額
以
下
の
場
合

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１７

知
書
を
７
月
４
日
�
に
発
送
し
ま
す
。

〔
普
通
徴
収
〕
年
金
額
が
年
額　

万
１８

円
未
満
の
方
や
、
年
金
の
種
別
が
老

齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
の
方
な
ど

が
対
象
で
す
。

　

納
期
の
回
数
は
、
第
１
期
（
７
月

末
）
か
ら
第
８
期
（
翌
年
２
月
末
）

ま
で
の
８
回
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
方
は
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
の
納
付
の
ほ
か
に
、
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替

の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
２
月
か
ら　

年

１６

１７

１
月
末
ま
で
の
間
に　

歳
到
達
や
転

６５

入
で
市
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
っ

た
方
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
時
点

１７

で
年
額　

万
円
以
上
の
老
齢
（
退

１８

職
）
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

年
度
前
半
の
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収

で
、
後
半
の　

月
以
降
は
年
金
か
ら

１０

介
護
保
険
料
を
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
納
入
通
知
書
で
、

第
３
期
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
平
成　

年　

月
以
降

１７

１０

の
年
金
支
給
か
ら
は
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
に
な
り
ま
す
。

〔
特
別
徴
収
〕　

歳
以
上
の
方
（
第

６５

１
号
被
保
険
者
）
で
、
年
間　

万
円

１８

以
上
の
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
特
別
徴
収
の
納

入
通
知
書
は
、
年
金
支
給
日
に
年
金

か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
と

い
う
通
知
で
あ
り
、
新
た
に
現
金
で

の
納
入
を
お
願
い
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
天
引
き
は
、
仮
徴
収
と
本

算
定
の
２
通
り
で
す
。
仮
徴
収
は
４

月
、
６
月
、
８
月
に
原
則
と
し
て
平

成　

年
２
月
と
同
額
を
天
引
き
し
ま

１７
す
。

　

本
算
定
以
後
は
、
決
定
し
た
平
成

　

年
度
保
険
料
か
ら
４
月
、
６
月
、

１７８
月
の
仮
徴
収
の
合
計
額
を
差
し
引

い
た
残
額
を　

月
、　

月
、
平
成　

１０

１２

１８

年
２
月
の
３
回
に
割
り
振
り
天
引
き

し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
所
得
税
の
申

告
な
ど
が
原
因
で
市
民
税
に
変
更
が

生
じ
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

上
位
に
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
増
額

分
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
へ
の
年
金
の
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
る
な
ど
で
年
金
支
給

が
停
止
に
な
る
と
、
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
に
移
行
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
応
募
資
格
〕
市
内
ま
た
は
市
周
辺

に
店
舗
を
持
ち
、
日
用
品
な
ど
を
販

売
し
て
い
る
店
（
特
定
の
人
し
か
利

用
で
き
な
い
店
は
除
く
）

〔
説
明
会
日
時
〕
７
月
１
日
�
午
後

２
時
か
ら

〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
清
掃
課
へ
。

２８〔
現
金
〕
荒
木
歯
科
医
院
（
岩
戸
南

３
―
４
）、
牛
島
倫
子
（
西
野
川
１

―　

）、
狛
江
郵
便
局
（
和
泉
本
町

１１
３
―　

）
２９

〔
物
品
〕
原
光
子
（
中
和
泉
１
―　

）
２１

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
後
７
時
か
ら

２７

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

２９

〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

〔
日
時
〕
７
月
１
日
�
午
後
６
時　
３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
前　

時
か
ら

２３

１０

〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
・

特
別
徴
収
）
納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

市
税
の
納
期
の
お
知
ら
せ

■平成１７年度国民健康保険税の税率等

介護納付金分医　療　分

１１，０００円２万８，６００円均 等 割 額

２，０００円平 等 割 額

１.１７％５.７６％所得割税率

１８.２０％資産割税率

８万円５３万円賦課限度額
※介護納付金は４０歳から６４歳までの方が対
象となります。
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国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
を
発
送
し
ま
す

　

○福
 

医
療
証
が
７
月
１
日
か
ら
新

し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
有
効

期
限
は
平
成　

年
６
月　

日
ま
で

１８

３０

の
１
年
間
で
す
。

　

こ
の
間
に　

歳
に
な
る
方
は
、

７０

　

歳
に
な
る
誕
生
日
の
月
の
末
日

７０が
期
限
に
な
り
ま
す
（
誕
生
日
が

１
日
の
場
合
は
、
前
月
の
月
末
ま

で
に
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
医
療
証
は
、
病
院
な
ど
で

診
療
を
受
け
た
と
き
に
東
京
都
が

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
○福
 

医

療
証
の
交
付
対
象
に
な
る
方
は
、

昭
和　

年
７
月
２
日
か
ら　

年
６

１０

１２

月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た　

歳
未

３０

７０

満
の
方
で
、
次
の
�
と
�
の
両
方

に
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

�
平
成　

年
中
の
本
人
の
所
得
が
、

１６

別
表
の
所
得
制
限
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

�
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
ま
た

は
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
る
こ
と

※
社
会
保
険
本
人
の
方
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
や
老
人
保
健

法
の
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
方
は
６
月　

日
�
ま

２１

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
、
現
在
○福
 

医
療
証

を
お
持
ち
の
方
は
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
健
康
保

険
証
・
印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳

（
交
付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）・
平

成　

年
度
住
民
税
課
税（
非
課
税
）

１７
証
明
書
（
平
成　

年
１
月
２
日
以

１７

降
狛
江
市
に
転
入
し
た
方
）

　

新
し
い
○福
 

医
療
証
は
、
６
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
以
降
に
受
診
す
る
と

き
は
、
必
ず
新
し
い
○福
 

医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
○福
 

医
療

証
は
７
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
保
険
年
金
課
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
も
可
）。

　

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
外
来
お
よ
び
入
院
時
の
一

部
負
担
金
の
上
限
額
（
月
額
）
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
る
に
は
事
前
に
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 ■所得制限基準額（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）
※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者・特別障害者
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．その他

所得制限基準額扶養者の数

２,５７２,０００円０人

３,０５２,０００円１人

３,４３２,０００円２人

３,８１２,０００円３人

４,１９２,０００円４人

指
定
収
集
袋（
有
料
ご
み
袋
）

の
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
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別
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実

施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
・
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
の
受
診
間
隔
は
２
年
に
１
度
で

す
。
昨
年
度
受
診
し
た
方
は
、
今
年

度
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
※
乳
が
ん

検
診
は
、
視
診
・
触
診
後
、
指
定
日

に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
行
う
セ
ッ
ト

検
診
と
な
り
ま
す
。

〔
実
施
期
間
〕
７
月
１
日
�
〜　

日
３１

�
（
期
間
内
で
も
予
定
人
数
に
達
し

た
時
は
終
了
と
な
り
ま
す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１４

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１２

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１７

年
１
月　

日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

１３

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
・
６
カ
月
児
の

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
と

離
乳
食
（
初
期
）
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。
受
講
中
は
赤

ち
ゃ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
を
目

的
と
し
た
「
健
康
づ
く
り
運
動
セ
ミ

ナ
ー
」
第
�
期
（
８
〜　

月
実
施
）

１０

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
や
、
日
ご
ろ
の

食
生
活
・
運
動
な
ど
の
健
康
状
態
お

よ
び
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果

か
ら
作
成
さ
れ
た
運
動
計
画
に
基
づ

い
て
運
動
を
指
導
し
ま
す
。

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕　

歳
以
上
の
市
民
※
リ
ハ
ビ
リ

４０

テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
利
用
や
、
心
疾

患
、
脳
血
管
障
害
な
ど
の
病
気
を
し

た
方
な
ど
、
身
体
の
状
態
に
よ
っ
て

は
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
１６

（
平
成　

・　

年
度
参
加
の
方
は
申

１５

１６

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
定
員
を
超
え

た
場
合
は
、
６
月　

日
�
午
後
３
時

２９

か
ら
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
４
０
１

会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

結
果
は
当
日
電
話
で
連
絡
し
ま
す
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２８

�
ま
で
に
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
３
歳
児
健
康
診
査

■「
健
康
づ
く
り
運
動
セ
ミ
ナ
ー
」第

�
期

■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日

１９

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

〔
診 
療 
日
〕
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
（
当
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

 ■各種検診実施医療機関

子宮
がん乳がん電話番号所　在　地医療機関名

○○（３４８０）４１２２中和泉５－１０－１８松岡医院

○○（３４８８）１１０３東和泉１－１９－５保坂産婦人科
クリニック

○（５４９７）１２３８東和泉３－３－９和泉多摩川
クリニック

 ■乳がん・子宮がん検診

検診内容費　用対　象

視診・触診と
マンモグラフィ
（乳房Ｘ線検査）

２，１００円（税込み）４０～４９歳
乳がん

１，０５０円（税込み）５０歳以上

細胞診無料２０歳以上
子宮頚がん

子宮体がん

※子宮体がんは、受診者が同意する場合頚部がん検診に併せて受診
できます。

検
　
診

検
　
診�

検
　
診

検
　
診�

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
育
児
学
級

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
５
月　

日
付
け
を

１７

３０

も
っ
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
は
差
し
控
え
る
と
の
勧
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
勧
告
に
従
い
、
積
極
的
な

接
種
の
勧
奨
は
差
し
控
え
る
こ
と

と
し
、
よ
り
リ
ス
ク
が
低
い
と
期

待
さ
れ
る
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
（
開

発
中
）
の
供
給
体
制
が
整
い
ま
し

た
ら
積
極
的
な
接
種
の
勧
奨
を
再

開
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
保
護
者
が
特
に
希
望
す

る
場
合
に
は
、
同
意
書
に
署
名
の

う
え
で
現
行
の
ワ
ク
チ
ン
で
の
公

費
接
種
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
接
種
医
ま
た
は
健
康

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３

４
８
８
）
１
１
８
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�����
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

午
後
１
時　

分
〜
２
時
（
４
時
終
了

４５

予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２４

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具
〔
参

加
費
〕
３
０
０

円
（
材
料
・
資

料
代
）
※
試
食

あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
７
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
多
摩
府
中
保
健
所

〔
対
象
〕
広
汎
性
発
達
障
が
い
あ
る

い
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
（
就
学
前
）
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
・
関
係
者
等〔
定

員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
川
崎
葉
子

５０

さ
ん
（
む
さ
し
の
小
児
発
達
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
な
ど
を
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
１
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の
身
長
、

体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

２９

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 ■健康づくり運動セミナー

時　間曜　日コース

午前１０時
～正午火曜日・金曜日

（全２０回）

Ａ

午後４時
～６時

Ｂ

午後１時
～３時

水曜日
（全１０回）

Ｃ

日曜日
（全１０回）

Ｄ

※第３期以降の募集は９月、１２月です。

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室
「
ヘ
ル

シ
ー
お
や
つ
」

■
講
演
会「
広
汎
性
発
達
障
が
い（
自

閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
）
児
の
理
解
と

支
援
」

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
育
児
相
談
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〔
日
時
〕
７
月　

日
�
（
雨
天
決
行
）

２３

午
前
７
時　

分
市
役
所
集
合〔
対
象
〕

３０

市
内
在
住
３
人
１
組
（
た
だ
し
、
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）〔
内
容
〕

そ
ば
打
ち
体
験
と
二
ツ
塚
処
分
場
見

学
、
手
打
ち
そ
ば
の
昼
食
、
肝
要
の

里
に
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
試
食

〔
定
員
〕
８
組

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
清
掃
課
へ
。

２４〔
日
時
〕
７
月
９
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
〔
内
容
〕
太
陽
系
の
神
秘
、
宇

宙
の
仕
組
み
等
不
思
議
探
求
の
旅
に

誘
い
ま
す
〔
定
員
〕
１
０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
正
午
開
場
・

２６

午
後
零
時　

分
開
演
・
４
時　

分
終

３０

３０

演
予
定
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
筝
・
三
絃
・
尺
八
を
主
体

に
し
た
、
現
代
邦
楽
・
古
曲
・
和
楽

器
に
よ
る
組
曲
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
市
三
曲
協
会
・

大
山
�
（
３
４
８
９
）
１
５
５
５

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
３
時
〔
会
場
〕
市
内　

会
場

１５

〔
内
容
〕
住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ

（
１
家
庭
２
丁
ま
で
無
料
）、ま
な
板

削
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
（　
７０

歳
以
上
）
住
宅
へ
の
無
料
修
繕
・
家

具
転
倒
防
止
金
具
の
無
料
設
置
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
土
建
一
般
労

働
組
合
狛
江
支
部
�
（
３
４
８
０
）

９
７
６
１

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
応
募
資
格
〕
保

育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
の

あ
る
方
（
保
育
士
養
成
学
校
等
在
学

中
の
学
生
も
可
）〔
勤
務
期
間
〕
７
月

　

日
�
〜
９
月　

日
�
の
間
で
市
が

１４

１３

定
め
る
期
間
〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時　

分
〔
勤
務
場

３０

１５

所
〕
市
内
公
立
保
育
園
〔
募
集
人
員
〕

　

人
程
度
※
人
数
に
な
り
次
第
締
め

１０切
り
ま
す
。　　

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
、
資
格
証
明

２８書
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
児
童
福

祉
課
へ
。

〔
職
種
〕
母
子
自
立
支
援
員
〔
応
募

資
格
〕　

歳
以
上
の
女
性
〔
業
務
内

３５

容
〕
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

方
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
自
立

に
必
要
な
情
報
提
供
お
よ
び
指
導
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
を
含
め
た

通
報
の
受
付
窓
口
と
な
り
ま
す
〔
勤

務
時
間
〕
週
４
日
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
〔
応
募
方
法
〕
６
月

１５

　

日
�
〜　

日
�
の
間
に
、
履
歴
書

１６

３０

と
作
文
「
応
募
に
あ
た
っ
て
の
思
い

や
そ
の
考
え
方
」
を
８
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
持
参
ま
た
は
郵
送
願
い
ま

す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
児
童

福
祉
課
へ
。

　

多
摩
ブ
ル
ー
賞
（
優
れ
た
技
術
や

製
品
等
に
よ
り
地
域
経
済
発
展
に
貢

献
）、
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
（
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
地
域
経
済
発

展
に
貢
献
）
を
表
彰
し
、
各
最
優
秀

賞
に
副
賞
１
０
０
万
円
、
各
優
秀
賞

に　

万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

５０
〔
応
募
資
格
〕
多
摩
地
域
に
事
業
拠

点
を
有
す
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
社
団
法
人
等

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

　

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
ま
た
は

３０多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
事
務
局

�
０
４
２
（
５
２
６
）
７
７
３
９
へ
。

〔
募
集
期
間
〕
７
月
１
日
�
〜　

日
１４

�
〔
募
集
霊
園
〕
多
磨
、
小
平
、
八

王
子
、
八
柱
、
青
山
の
５
霊
園
と
多

磨
合
葬
埋
蔵
施
設
〔
受
付
期
間
〕
１

日
�
〜　

日
�
の
消
印
が
あ
り
、　

１４

１９

日
�
午
前
９
時
ま
で
に
新
宿
郵
便
局

が
受
領
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

〔
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
〕
産

業
生
活
課

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
方

６０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
各
会

長
へ
。

■
ビ
デ
オ
上
映
会
「
太
陽
系
の
旅
」

■
第　

回
住
宅
デ
ー

２８

■
そ
ば
打
ち
体
験
と
二
ツ
塚
処
分
場

見
学
会

催
　
し�

�
■
狛
江
市
三
曲
協
会
第
６
回
演
奏
会

着
物
か
ら
洋
服
へ

　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
時
の
服
装
が

洋
服
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
は
、
昭
和

の
初
め
か
ら
十
年
代
の
こ
ろ
で
し
た
。

　

小
田
急
線
開
通
の
翌
年
、
昭
和
三

年
五
月
に
狛
江
に
移
り
住
み
、
狛
江

尋
常
高
等
小
学
校
一
年
に
転
入
し
た

と
い
う
、
東
和
泉
の
木
下
和
信
さ
ん

（
大
正
十
一
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、

そ
の
こ
ろ
同
級
生
の
男
子
で
洋
服
を

着
て
い
た
の
は
数
人
だ
け
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
昭
和
九
年
春
の
尋
常
科
卒

業
記
念
写
真
で
も
、
男
子
組
四
二
名

の
う
ち
洋
服
（
学
生
服
）
を
着
て
い

る
子
は
四
名
で
、
移
住
者
が
二
人
、

土
地
の
者
が
二
人
で
し
た
（
木
下
和

信
「
小
田
急
が
つ
い
た
頃
」『
狛
江
市

の
民
俗
�
』
）。

　

小
田
急
線
開
通
の
前
年
、
小
学
校

に
入
学
し
、
昭
和
七
年
に
尋
常
科
を

卒
業
し
た
人
た
ち
の
卒
業
記
念
写
真

で
も
、
男
子
三
六
名
中
、
洋
服
（
学

生
服
）
着
用
と
見
ら
れ
る
子
は
三
名

ほ
ど
。
女
子
二
九
名
の
う
ち
、
洋
服

は
八
名
（
四
名
が
セ
ー
ラ
ー
服
）。

　

大
正
十
四
年
生
ま
れ
の
人
た
ち
が

四
年
生
だ
っ
た
昭
和
九
年
の
六
月
に

撮
影
し
た
「
皇
太
子
殿
下
御
生
誕
記

念
写
真
」
に
は
、
夏
服
姿
の
子
ど
も

た
ち
が
映
っ
て
い
ま
す
。
男
子
六
〇

名
の
う
ち
、
洋
服
と
見
ら
れ
る
の
は
、

二
十
数
名
（
多
く
は
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ

ン
か
）。
女
子
は
五
九
名
中
、四
八
名

が
洋
服
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ま
た
は
ブ

ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
か
）
を
着
用
。

　

翌
昭
和
十
年
、
五
年
生
の
秋
、
高

尾
山
へ
の
遠
足
の
日
、
参
加
し
た
男

子
四
三
名
中
、
洋
服
は
三
〇
名
（
学

生
服
が
多
い
）。女
子
は
五
一
名
の
う

ち
三
六
名
が
洋
服
（
セ
ー
ラ
ー
服
が

目
立
つ
）。十
一
年
十
月
の
箱
根
へ
の

修
学
旅
行
の
際
に
は
、
男
子
三
二
名

中
、
着
物
一
五
名
、
洋
服
一
八
名
。

女
子
は
四
七
名
の
う
ち
着
物
は
二
名

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
昭
和
十
二
年
、
尋
常
科
の

卒
業
式
。
洋
服
を
着
て
い
る
男
子
は

五
二
名
の
う
ち
六
名
。
女
子
組
は
五

五
名
中
、
半
数
近
い
二
六
名
が
洋
服

（
セ
ー
ラ
ー
服
八
名
）
で
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
五
年
後
、
昭
和
十
七
年

秋
の
六
年
生
の
修
学
旅
行
で
は
、
参

加
男
女
全
員
が
洋
服
で
し
た
が
、
翌

春
、
十
八
年
の
卒
業
式
で
は
、
男
子

四
八
名
中
、
着
物
五
名
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ハ

レ
の
日
の
記
念
写
真
を
追
っ
て
見
て

き
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
の
体
操
の
時
間

な
ど
で
は
、
ど
ん
な
服
装
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
昭
和
十

四
年
、
六
年
生
の
騎
馬
戦
の
競
技
で

は
、
男
子
四
三
名
の
う
ち
、
紺
絣

    

な

こ
ん
が
す
り

ど
の
着
物
の
子
も
十
数
人
近
く
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
校
庭
で
の
相
撲
を

撮
っ
た
昭
和
十
七
年
（
六
年
生
）
の

写
真
で
も
、
応
援
す
る
子
の
な
か
に

は
、
や
は
り 
絣 
な
ど
の
着
物
の
十
何

か
す
り

人
か
が
見
え
、
洋
服
の
子
に
は
シ
ャ

ツ
と
ズ
ボ
ン
姿
が
目
に
立
ち
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
こ
ろ
は
、
た
い
が
い

洋
服
だ
っ
た
と
い
う
人
た
ち
で
も
、

学
校
か
ら
帰
る
と
、
着
古
し
た
着
物

や
、
お
下
が
り
の
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン

に
着
が
え
て
、
外
で
遊
ぶ
か
、
家
の

仕
事
を
手
伝
う
か
し
た
も
の
で
す
。

女
の
子
た
ち
の
モ
ン
ペ
着
用
は
、
昭

和
十
年
代
末
の
こ
ろ
か
ら
で
し
た
。

（『
明
日
も
天
気
』、『
狛
江
市
の
民
俗

�
』
所
収
の
記
念
写
真
な
ど
参
照
）

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１３７－

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
健
康
な
方

２０

〔
内
容
〕７
月
か
ら　

月
ま
で
技
術
講
習
会
等
を　

回
受

１１

１３

講
し
、
市
内
の
果
樹
・
野
菜
生
産
農
家
の
手
伝
い
を
行
う

〔
募
集
人
員
〕
各
コ
ー
ス
５
人
程
度

〔
受
講
料
〕
１
�
０
０
０
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
傷
害
保
険
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

２０

は
が
き
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
「
果
樹
コ
ー
ス
」
ま
た
は
「
野
菜

コ
ー
ス
」
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
２
０
１
―
８
５
８
５
狛
江

市
役
所
産
業
生
活
課
へ
。

募
　
集�

�

■
第
３
回
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン

賞

■
夏
季
臨
時
職
員

■
母
子
自
立
支
援
員

■老人クラブ一覧

地　　域電話番号住　　所会長氏名名　　称

中和泉２～５丁目（３４８０）２９１３中和泉２－５－２７沼尻善四郎第一長寿会

岩戸南全域（３４８９）５３９５岩戸南１－６－２３－３０１添谷　淑子第二長寿会

東野川全域（３４３０）７７８８東野川２－２－１３増満　義雄第三長寿会

西和泉全域０４２４（８４）７３５９西和泉１－１５－１０１有田多美子多摩川六十路会

猪方全域（３４８０）８５３２猪方２－２３－８飯田　利武南部長寿会

東和泉１～３丁目（３４８９）３８２０岩戸北３－１９－１４細田　斌司いづみ長寿会

岩戸北全域（３４３０）４３８２岩戸北１－１２－１０－４０３勝瀬　澄子あづま長寿会
中和泉１丁目
元和泉１丁目（３４８９）３１８８元和泉２－２５－２７高野喜代子第五長寿会

東和泉４丁目
元和泉２～３丁目（３４８０）３９２９東和泉３－７－１９土本　義夫第六長寿会

西野川全域（３４８９）７８１９西野川４－２－２副島　節子第七長寿会

駒井町全域（３４８９）２３３４駒井町２－９－７金森　秀雄駒井町健康クラブ
和泉本町全域（都
営住宅を除く）（３４８９）４８８９和泉本町３－１９－１海波　　巌和泉本町健康クラブ

和泉本町４丁目
７番（都営住宅）

（３４８０）１２１２和泉本町４－７－４３－２０３樋 口　 満若草会

（３４８９）４６３３和泉本町４－７－２－２０２海野　兼由狛江団地健康クラブ
狛江セントラル
ハイツ（３４３０）１７９２和泉本町１－３６－１－９１８丸山　隆士はなみずき会

■
東
京
都
立
霊
園
の
使
用
者

■
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

二ツ塚処分場

�

�

�

�

�

�

�

�
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広報こまえ　平成１７年（２００５年）６月１５日　�

　遺跡からは、原始・古代に使
われた道具として、食べ物の煮
炊きに使われた土器、鏃や土掘
り具である石斧、製粉に使われ
た磨石・石皿などの石器類が数
多く出土します。
　弁財天池遺跡の縄文時代の住
居跡からは土錘と呼ばれる遺物
が出土しました。土錘とは、壊
れたり、使わなくなった土器の
かけらを再利用し、縁を磨き形
を整え、紐を掛けるためのくく
りを作り出したものです。漁に
使う網の周りに、錘としてくく
りつけられたもので、当時の

人々が近くの川で網漁を行って
いた可能性が考えられます。
　平安時代には、土器のかけら
を再利用するのではなく、紐を
通すための穴を備えた紡錘状の
錘が作られるようになります。
　このように遺物には、当時の
人々の生活を垣間見ることがで
きる情報が多く含まれています。

〔問い合わせ〕社会教育課

���������
ど  すい

く
呼
び
か
け
ま

す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月

　

日
�
午
後
８

１９時
〜　

時
１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
全
国
地
球
温
暖
化

防
止
推
進
セ
ン
タ
ー
�（
５
１
１
４
）

１
２
８
１

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

２５

１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館
※

２
歳
以
上
託
児
あ
り
（
３
日
前
ま
で

に
予
約
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）

１０

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
保
育
士
な
ど
が

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
狛
江
�
（
５
４
９
７
）
７

７
８
６

〔
日
時
〕
７
月
８
日
�
・
９
日
�
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
〔
定
員
〕

３０

３０

先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
開
場
午
後
３

１８

時　

分
・
開
演
４
時
〔
会
場
〕
エ
コ

３０
ル
マ
ホ
ー
ル
〔
講
師
〕
谷
川
真
理
さ

ん（
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
）〔
定
員
〕先

着
７
０
０
人

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
青
年
会
議
所

�
（
３
４
８
０
）
５
２
５
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
講
座
室
〔
時
間
〕
幼
児
の

　

昨
今
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
は
多
種
多
様
化
し
、「
い
じ
め
」
だ

け
で
な
く
「
児
童
虐
待
」
な
ど
の
深

刻
な
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
法
務
局
お
よ
び
東
京
人
権
擁

護
委
員
連
合

会
で
は
、「
子

ど
も
の
人
権

相
談
カ
ー

ド
」
を
小
学

校
４
年
生
以

上
中
学
校
３

年
生
ま
で
の

皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。

〔
相
談
窓
口
〕
教
育
研
究
所

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

平
成　

年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用

１８

さ
れ
る
採
択
用
教
科
書
の
見
本
を
展

示
し
ま
す
。

▽
教
育
研
究
所　
〔
期
間
〕６
月　

日
２０

�
〜　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▽
中
央
図
書
館　
〔
期
間
〕６
月　

日
２０

�
〜　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
７
時

３０

１０

▽
西
河
原
公
民
館　
〔
期
間
〕６
月　
２０

日
�
〜　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
７

３０

１０

時〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

環
境
省
で
は
、「
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
０
５
」
と
題
し
て
、

全
国
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
各
家

庭
の
電
気
を
一
斉
に
消
す
こ
と
を
広

部
午
後
３
時　

分
か
ら
・
児
童
の
部

１５

３
時　

分
か
ら
▽
６
月　

日
�
〔
絵

４５

２０

本
〕
ひ
ゅ
る
ひ
ゅ
る
・
や
ま
た
の
お

ろ
ち
・
ふ
た
り
は
と
も
だ
ち
▽　

日
２７

�
〔
絵
本
〕
と
べ

バ
ッ
タ
・
か
お
か

け
る
か
な
・
ね
、

ぼ
く
の
と
も
だ
ち

に
な
っ
て

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

お
じ
さ
ん
の
か
さ
〔
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
〕
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら

ど
ん
〔
折
り
紙
〕
カ
ラ
ス

〔
日
時
〕
７
月　

日
〜　

月　

日
午

１１

１２

１２

後
零
時　

分
〜
３
時
（
全　

回
・
毎

１５

１８

回
月
曜
日
）〔
会
場
〕
西
和
泉
体
育
館

（
旧
第
四
小
学
校
）〔
対
象
〕
市
内
在

住
・
在
勤
の　

歳
以
上
の
健
康
な
方

４０

〔
種
目
〕
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
・
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
参

３０

加
費
〕
１
�
５
０
０
円
（
保
険
料
・

消
耗
品
代
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
体
育
課
�

１７（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

図
書
館�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
６
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２２

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１５■
ひ
ま
わ
り
ス
イ
カ
割
り　
〔
日

時
〕
７
月
６
日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

前　

時　

分
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

１０

３０

１１

時
か
ら
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子

〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
か
ら

２０

■
い
ず
み
こ
ど
も
ま
つ
り　
〔
日

時
〕
７
月
９
日
�
▽
幼
児
午
前　
１１

時
〜
正
午
▽
小
学
生
午
後
２
時
〜

５
時
〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�

２０

か
ら

■
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
多
摩
川
源

流
体
験
）　
〔
日
時
〕
７
月　

日
�

２７

〜　

日
�
〔
行
き
先
〕
山
梨
県
小

３０
菅
村
〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
学

校
４
〜
６
年
生
〔
参
加
費
〕
１
万

７
�
０
０
０
円
〔
定
員
〕
先
着　
４０

人
〔
申
し
込
み
〕
６
月　

日
�
〜

２７

７
月
４
日
�

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
１７

�
・
７
月
１
日
�
午
前　

時
〜　

１０

１１

時 ◎
多
摩
川
保
育
園

　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

やじり

おの

すりいし

あみ おもり

ぼうすい

セ
ミ
ナ
ー�

■
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２

０
０
５

お
知
ら
せ�

■
狛
江
青
年
会
議
所
創
立　

周
年
記

２５

念
講
演

■
子
ど
も
の
人
権
相
談
カ
ー
ド

■
教
科
書
見
本
を
展
示

■
今
か
ら
が
肝
心
、
転
倒
・
腰
痛
予

防
教
室

■
子
育
て
談
話
室

ス
ポ
ー
ツ�

■
中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
登
録
説
明
会

　

今
月
か
ら　

回
に
わ
た
っ
て
、

１２

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
有
料

化
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　

１
人
１
日
わ
ず
か　

�
の
減

７０

量
で
、
市
全
体
で
は
１
年
間
で

１
�
６
８
０
ｔ
、
前
年
度
比　
１０

％
の
減
量
に
な
り
ま
す
。

　

広
報
こ
ま
え
で
例
え
る
と
、

約
３
部
程
で　

�
を
超
え
ま
す
。

７０

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

を
市
民
に
周
知
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
市
民
の
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
ご
み
は
減
ら
せ
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
減
量
の
ア
イ
デ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課
�
（
５
４
９
７
）
７
３
６
６
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルseigenkkr@

city.kom
ae.lg.jp

第
１
回

第
１
回

「
１
人
１
日

　
「
１
人
１
日　

��
の
ご
み
減
量

の
ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
」

に
ご
協
力
を
」

７０７０

縄文時代（左４点）と平安時代（右）
の土錘（大きさは約１/３）

人権相談カード

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

分
か
ら　

時
ま
で

１８

１０

３０

１１

〔
会
場
〕
第
三
小
学
校

〔
内
容
〕
▽
お
は
な
し
「
ふ
た
り
の
あ
さ
ご
は
ん
」・「
う
り
こ
ひ
め
」

▽
絵
本
「
か
さ
ど
ろ
ぼ
う
」
▽
大
型
絵
本
「
く
れ
よ
ん
の
け
ん
か
」
▽

折
り
紙
「
お
た
の
し
み
」

　

な
お
、
第
三
小
学
校
図
書
室
で
は
、
毎
週
土
曜
日
午
前　

時
か
ら
午

１０

後
４
時
ま
で
の
間
、
開
室
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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